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令和７年度 決算報告書 

（単位:百万円）

差額

（決算－予算）

収入

　運営費交付金 20,077 20,420 342

　自己収入 83,336 82,348 △ 988

　　授業料、入学料及び入学検定料収入 3,212 2,884 △ 327 （注1）

　　附属病院収入 78,932 78,508 △ 423

　　雑収入 1,191 954 △ 237 （注2）

　補助金等収入 1,103 2,697 1,593 （注3）

　施設整備費等補助金 19,285 26,196 6,911 （注4）

　長期借入金収入 2,189 4,952 2,763 （注5）

　受託研究等収入 2,842 3,200 358 （注6）

　目的積立金取崩額 2,400 1,659 △ 740 （注7）

計 131,235 141,475 10,239

支出

　業務費 102,040 101,762 △ 277

　　教育研究経費 3,751 3,034 △ 717 （注8）

　　診療経費 45,861 45,429 △ 432

　　人件費 52,426 53,299 872

　一般管理費 1,484 1,414 △ 70

　施設整備費 21,474 31,149 9,674 （注9）

　長期借入金償還金 2,760 2,756 △ 3

　受託研究費等 2,842 2,691 △ 150

計 130,602 139,775 9,173

（注2）　　施設使用料及びその他雑入の減により、237百万円減少しました。

（注3）　　国庫補助金の増等により、1,593百万円増加しました。

（注4）　　前年度から施設整備費等補助金を一部繰り越したこと等により、6,911百万円増加しました。

（注6）　　寄附金収入及び受託研究収入の増等により、358百万円増加しました。

（注7）　　目的積立金活用事業の計画変更等により、740百万円減少しました。

（注8）　　研究経費の執行減等により、717百万円減少しました。

（注5）　　前年度から長期借入金収入を一部繰り越したこと等により、2,763百万円増加しました。
　　　　　　また、財務諸表の長期借入金の当期増加額2,840百万円と決算報告書の決算額の差額は、
　　　　　　設立団体の出納整理期間中の借入金による2,112百万円となります。

※本報告書は百万円未満切り捨てにより作成しております。

（注9）　　前年度から繰り越した施設整備費等補助金を執行し整備を実施したこと等により、
　　　　　　9,674百万円増加しました。

（注1）　　授業料及び入学料の減免の増（主に多子世帯の授業料等無償化による増）により、
　　　　　　327百万円減少しました。
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